
 
 
 
 

公立大学法人長岡造形大学 

業務実績に関する評価書 

 

第１期中期目標期間 

〔平成 26年度～令和元年度〕 

 
 

 
 
 
 
 
 

長岡市公立大学法人評価委員会 
  



目次 

 

Ⅰ はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅱ 評価の仕組みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

Ⅲ 評価結果 

１ 全体評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

２ 大項目別評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

Ⅳ 参考資料 

１ 公立大学法人長岡造形大学中期目標・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

２ 中期目標期間の業務実績評価（期間評価）実施要領・・・・・・・・１７ 

  



1 
 

Ⅰ はじめに 

 

  公立大学法人長岡造形大学中期目標期間の業務実績評価（以下「期間評

価」という。）は、地方独立行政法人法第 78 条の２に基づき、公立大学法人

長岡造形大学が第１期中期目標期間（平成 26 年度～令和元年度）に行った

業務の実績について、中期目標の達成状況を確認する観点から、総合的に評

価するものである。 

 期間評価は、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に

資することを目的とする。 

当評価委員会が行う評価が、法人の自主的かつ継続的な業務運営の見直し・

改善を促すとともに、第２期中期目標期間において当該大学がさらなる発展を

遂げることを期待する。 
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Ⅱ 評価の仕組みについて 

 

１ 評価の根拠 

  地方独立行政法人法第 78 条の２ 

 

 

２ 評価対象 

  公立大学法人長岡造形大学における第 1 期中期目標（平成 26 年度～令和

元年度）の達成状況 

 
 
３ 評価要領 

  公立大学法人長岡造形大学 中期目標期間の業務実績評価（期間評価）実施

要領（平成 31年 2月長岡市公立大学法人評価委員会決定）に基づき実施 

 

 

４ 評価の経緯 

  令和２年６月 23 日  法人から業務実績見込報告書の提出 

      ７月       第１回評価委員会開催（書面審議） 

       ７月     第２回評価委員会開催（書面審議） 

       ８月７日   第３回評価委員会開催（オンライン会議） 

             評価書の確定 

  



3 
 

Ⅲ 評価結果 

 

１ 全体評価 

中期目標の達成状況は良好である 

 法人から提出された業務実績報告書を基に、法人の第１期中期目標の達成状

況について次のとおり評価を行った。 

 大項目別評価（８区分）のうち、「大学の教育研究等の質の向上に関する事項」

の４区分と、「自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標」については、

いずれも中期目標に掲げた内容を着実に実施していることから、『中期目標の達

成状況は良好である』と評価した。学部における高い志願倍率の維持、大学院改

革の実施、数多くの地域貢献事業の実施など、評価すべき取り組みも見られる。 

 上記以外の３区分については、中期目標に掲げた内容を計画に従って実施し

ている。大学院の定員充足など、引き続き取り組みを進められたい事項もあるこ

となどから、『中期目標の達成状況は概ね良好である』と評価した。 

 以上のことを踏まえ、大項目別の評価結果を総合的に勘案した結果、全体評価

は、『中期目標の達成状況は良好である』と評価した。（下表参照） 

 近年、度重なる自然災害や新型コロナウイルス感染症の拡大など過去に経験

のない事態に直面し、人々の生活や産業は変化を迎えている。未来の予測が困難

といわれる現在、問題の本質を捉え社会に新たな価値を生み出すデザインの力

が、これまで以上に必要とされている。長岡で学んだ人材が、建学の理念を体現

し、地域、そして広く社会に貢献することを期待する。 

 

【参考】年度評価における全体評価の状況 

平成 26 年度 中期計画の進捗は順調である 平成 29 年度 中期計画の進捗は順調である

平成 27 年度 中期計画の進捗は順調である 平成 30 年度 中期計画の進捗は順調である

平成 28 年度 中期計画の進捗は順調である 令和元年度 中期計画の進捗は順調である

大項目別評価（８区分） 評定 評語 

大学の教育研
究等の質の向
上に関する事
項 

教育に関する目標 Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

研究に関する目標 Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

地域貢献に関する目標 Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

国際交流に関する目標 Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

業務運営の改善及び効率化に関する目標 Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 

財務内容の改善に関する目標 Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 

自己点検・評価及び情報公開の推進に関す
る目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

その他業務運営に関する目標 Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 



4 
 

２ 大項目別評価 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

（１）教育の成果に関する目標 

・学部においては、平成 26 年度からのカリキュラムを着実に実施すると

同時に、その結果と問題点を精査し、平成 30 年度には新たなカリキュ

ラムを編成した。 
・大学院においては抜本的な見直しを行い、学位授与方針、教育課程の編

成方針、入学者受け入れ方針を策定するとともに、修士課程において新

たに「イノベーションデザイン領域」を創設した。また、PBL（事業ベ

ース型、問題発見解決型学習）で学ぶプロジェクト科目群や起業演習等

を行うソーシャルスキル科目群などを含む特色あるカリキュラムを編

成した。 

（２）教育の内容等に関する目標 

   ・大学の理念や教育を周知するため、進学相談会や説明会を実施するなど、

積極的な広報活動を行った。そのうえで、目的意識、向学心が高く優れ

た資質を有する人材を受け入れるため、一般入試のほか AO 入試、推薦

入試等多様な選考を実施した。 
   ・学部において、「地域協創演習」や「ボランティア実習」「インターンシ

ップ」などの演習・実習科目を開講し、地域、社会、企業等と連携して

プロジェクトに取り組む実践的な教育を実施した。 
   ・成績評価基準等をシラバスに明示し、成績評価への異議申立制度も整備

した。 

（３）教育の実施体制に関する目標 

   ・専任教員の増員と、最前線で活躍する人材を非常勤講師として採用した。 
    教員を適切に配置すると同時に、FD（教員の教育力を向上させるため

の研修）を実施し、教育力向上に努めた。 
・図書館への専門的知識を有する専任職員の配置について、引き続き改善

に取り組まれたい。 
   ・プロトタイピングルームの新設をはじめ、授業の充実や、学生の制作活

動や研究の質を上げるための施設設備を整備した。 
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（４）学生への支援に関する目標 

   ・学修支援として、担任制度やオフィスアワー制度を設定し、学生が教員

に対し学修に関する相談ができる機会を設けた。 
   ・生活支援として、心身や生活上の不安、悩みを抱える学生に対応するた

め、カウンセラーによる学生相談を実施し、必要に応じて医療機関と連

携するなど、きめ細やかな支援を行った。また、修学特別支援室を設置

し、障がいを持つ学生への支援体制を整備した。女子学生が多いことを

考慮し、引き続き充実した支援に取り組まれたい。 
   ・就職・進学等支援として、低学年からキャリアデザイン教育を実施し、

早期からの意識づけに努めた。また、キャリアデザインセンターを設置

し、キャリアコンサルタント有資格者を配置するなど進路に関する相

談や情報提供を行う体制を整備した。 
     
 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
 
 
【参考】 

○年度評価における教育に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

評価 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

２ 研究に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

（１）研究水準及び研究の成果に関する目標 

・大学院において、研究領域の再編、新たなカリキュラムの編成を行い、 
 研究体制の再構築を行った。 
・地域社会の課題解決に関する研究に対して優先的に予算を配分し、実用

的かつ実践的な研究を推進した。 

（２）研究の実施体制に関する目標 

・地域協創センターやデザインマネジメント研究会を設立し、市民、産業

界、高等教育機関、行政機関との連携強化や共同研究の推進などに取り

組んだ。 
・競争的研究資金を獲得する仕組みづくりを進めるとともに、教員顕彰制

度を設け、研究実施体制の構築に取り組んだ。 
 
 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
 
 
【参考】 

○年度評価における研究に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

評価 Ａ Ａ Ａ Ａ  Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

３ 地域貢献に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

（１）地域社会との連携に関する目標 

・地域協創センターを拠点に、デザイン研究開発の受託や演習・実習科目

におけるプロジェクトを通じ、企業・ＮＰＯ・地域・行政と連携して地

域課題の解決や地域価値の創造に向けた取り組みを多数行った。地域と

ともに歩む大学として、地域振興につながる事業を推進している。 
・ものづくりやデザインに関する講座、イベントを多く実施し、子どもか

ら大人まで広く市民に生涯学習の機会を提供し、市民生活の文化向上や

生涯学習の推進に寄与した。 

（２）教育機関との連携に関する目標 

・小・中・高等学校との連携による各種講座を実施しており、子どもたち

のデザインマインドの育成に取り組んだ。 
・市内４大学・１高専で人づくり・産業振興に取り組む事業構想「NaDeC 構

想」のもと、産学連携による研究の推進に貢献した。 
 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
 
 
【参考】 

○年度評価における地域貢献に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

評価 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

４ 国際交流に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

・平成 27 年度にハワイ大学（アメリカ）、平成 28 年度にノリッチ芸術大

学（イギリス）、平成 30 年度にトリアー応用科学大学（ドイツ）と交流

協定を締結し、交流事業や留学生の派遣・受入れを行った。 
・給付奨学金制度として「長岡造形大学国際交流事業支援奨学金規程」を

制定した。 
 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
 
 
【参考】 

○年度評価における国際交流に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30  R1  

評価 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 

 

【評価理由】 

（１）運営体制の改善に関する目標 

・理事会、経営審議会及び教育研究審議会に学外有識者を登用し、専門的

知見の活用と、民間的発想によるマネジメントに努めた。 
 ・内部監査規程を制定し、監査を実施して業務の適正化と改善を図った。 

（２）教育研究組織の見直しに関する目標 

・変化する社会に対応するため、全学的な教育研究組織の見直しを行った。

学部においては令和５年度の新学科設置に向け、学部全体の教育体制を

見直し、カリキュラムの改編等の検討を開始した。大学院においてはカ

リキュラムの変更や研究領域を再編するなど改革を行った。 

（３）人事の適正化に関する目標 

・教員、事務職員それぞれの人事評価制度を整備した。事務職員に対して

は、人事評価の結果を昇任・昇格等の処遇に反映する仕組みを整備した。 

（４）事務の効率化及び合理化に関する目標 

・公立大学協会などの主催する研修会に参加し、事務の資質向上に努めた。 
・外部委託の活用や多様な雇用制度の導入により、業務の効率化・合理化

を推進した。 
 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に

向けて概ね良好に進んでいる）が相当である。 
 
【参考】 

○年度評価における業務運営の改善及び効率化に関する事項に係る中期計

画の進捗状況評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第３ 財務内容の改善に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 

 

【評価理由】 

（１）経営の安定化に向けた自己収入の確保に関する目標 

・効果的な学生募集活動を行うとともに、教育や修学、進路に関する支援

等を充実させることで大学の魅力と評価を高め、安定的な学生確保に取

り組んだ。その結果、学部においては高い志願倍率を維持し、定員を充

足している。 
・大学院においては、引き続き効果的な学生募集活動に取り組み、学生確

保に努められたい。 
・安定した財政運用を行うための基本方針を定めた長期財政運営計画を策

定した。 

（２）経費の節減に関する目標 

・契約方法の見直しや省エネ機器の導入推進等に取り組み、業務運営の公

立化と経費節減を図った。 

（３）資産の運用管理の改善に関する目標 

・長期修繕計画を作成し計画的な修繕に取り組むとともに、必要に応じて

計画を更新し、適正な維持管理を行っている。 
 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に

向けて概ね良好に進んでいる）が相当である。 
 
 
【参考】 

○年度評価における財務内容の改善に関する事項に係る中期計画の進捗状況 

評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第４ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

（１）自己点検・評価に関する目標 

・総務委員会を設置し、自己点検・評価を実施するとともに、第三者機関

（大学基準協会、公立大学法人評価委員会）による外部評価の指摘事項に

ついて改善を行った。 
・第三者機関による外部評価の結果をホームページ上に公開し、評価の客

観性を確保している。 

（２）情報公開の推進に関する目標 

・ホームページ上で、法定事項のほか、教育研究、地域貢献活動の成果、

各種会議議事録等を公開し、社会に対する説明責任を果たしている。さ

らに、フェイスブックやツイッターなどＳＮＳを活用し幅広い層への情

報発信に取り組んでいる。 
・新聞等のメディアに取り上げられる件数が毎年度 150 件を超えている。 

 
以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
 
 
【参考】 

○年度評価における自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項に係る 

中期計画の進捗状況評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30  R1 

評価 Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第５ その他業務運営に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 

 

【評価理由】 

（１）社会的責任に関する目標 

・ガイダンス（学生）や研修会（教職員）を実施し、人権擁護や法令遵守

に対する意識向上に取り組んだ。 
・照明のＬＥＤ化やグリーン購入法適合商品の購入など、環境に配慮した

取組を行った。 
 

（２）施設設備の整備、活用に関する目標 

・長期修繕計画を作成し、計画的な施設設備の更新に取り組んだ。 
・校舎開放基準を定め、大学施設を地域に開放した。 

 
（３）安全管理に関する目標 

・学校医や産業医、臨床心理士を配置し、安全衛生管理の向上に取り組ん

だ。学生に対して、工作機械使用のための講習等、大学での活動や生活

に関する講習を実施した。 
・大規模災害に備え、震災対策マニュアル及び水害対策マニュアルを作成

し、町内会との合同避難訓練を実施した。 
 ・新型コロナウイルス感染症が拡大するなかで、危機管理対策本部を設置

し、学生と教職員の感染防止のために必要な対策を実施した。 
 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に

向けて概ね良好に進んでいる）が相当である。 
 

【参考】 

○年度評価におけるその他業務運営に関する事項に係る中期計画の進捗状況 

評価 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

進捗状況 

評価基準 

 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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 Ⅳ
 

参
考

資
料

 

 

１
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

中
期

目
標

（
平

成
2
6

年
度

～
平

成
3
1

年
度

）
 

 前
文

 

長
岡

造
形

大
学

は
、

平
成

６
年

の
開

学
以

来
、

地
域

を
支

え
、

新
し

い
時

代
・
社

会
を

担
う

人
材

の
養

成
と

、
産

業
・学

術
・文

化
の

発
展

に
寄

与
し

て
き

た
。

 

し
か

し
、

少
子

化
や

大
学

間
競

争
が

加
速

す
る

厳
し

い
環

境
の

中
で

、
将

来
に

わ
た

っ

て
時

代
の

要
請

と
地

域
の

期
待

に
真

に
応

え
る

こ
と

の
で

き
る

、
よ

り
魅

力
と

実
力

の
あ

る

大
学

と
し

て
さ

ら
に

成
長

し
て

い
く

こ
と

が
強

く
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 
「
造

形
を

通
し

て
真

の
人

間
的

豊
か

さ
を

探
求

し
、

こ
れ

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

の
で

き

る
創

造
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
」
と

い
う

建
学

の
理

念
を

体
現

し
、

未
来

を
担

う
若

者
の

夢
を

育
て

、
ふ

る
さ

と
や

日
本

、
ひ

い
て

は
世

界
の

発
展

に
貢

献
す

る
有

為
な

人
材

を
輩

出
し

て
い

く
こ

と
は

、
「
米

百
俵

の
精

神
」
を

大
切

に
す

る
長

岡
市

民
に

と
っ

て
の

大
き

な
願

い
で

あ
る

。
 

 
長

岡
市

は
、

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

（
以

下
「
法

人
」
と

い
う

。
）
が

自
律

的
、

弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
い

、
市

民
や

企
業

、
そ

し
て

社
会

の
期

待
と

負
託

に
応

え
て

い
く

た
め

に
、

次
の

点
を

基
本

に
中

期
目

標
を

定
め

る
。

 

 １
 

深
く

造
形

の
理

論
と

技
能

を
学

ぶ
こ

と
に

よ
り

、
「
問

題
を

発
見

す
る

力
」
、

「
答

え
を

創

造
す

る
力

」、
「
答

え
を

表
現

で
き

る
力

」を
修

得
し

、
人

間
的

に
豊

か
な

社
会

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

。
 

 ２
 

世
界

共
通

の
概

念
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
と

な
る

質
の

高
い

デ
ザ

イ
ン

の
追

究

に
幅

広
く

取
り

組
む

と
と

も
に

、
時

代
や

社
会

の
要

請
に

応
え

る
実

用
的

か
つ

実
践

的

な
研

究
を

進
め

る
こ

と
。

 

 ３
 

市
民

、
産

業
界

、
高

等
教

育
機

関
、

行
政

機
関

な
ど

と
の

連
携

を
強

化
し

、
教

育
研

究

の
成

果
や

知
的

・
物

的
資

源
を

社
会

に
還

元
す

る
と

と
も

に
、

地
域

社
会

の
課

題
解

決

や
新

た
な

地
域

価
値

の
創

造
に

貢
献

す
る

こ
と

。
 

 ４
 

「
民

間
的

発
想

」
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
な

ど
公

立
大

学
法

人
の

特
性

を
生

か
し

、
大

学

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
の

変
化

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
運

営
体

制
を

確
立

す
る

こ
と

。
 

  第
１

 
中

期
目

標
の

期
間

及
び

教
育

研
究

上
の

基
本

組
織

 

 
１

 
中

期
目

標
の

期
間

 

平
成

２
６

年
４

月
１

日
か

ら
平

成
３

２
年

３
月

３
１
日

ま
で

と
す

る
。

 

 
 ２

 
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
 

こ
の

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
、

次
の

と
お

り
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
を

置

く
。

 

学
部

 
造

形
学

部
 

大
学

院
研

究
科

 
造

形
研

究
科

 

研
究

機
関

 
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
 

 第
２

 
大

学
の

教
育

研
究

等
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
教

育
に

関
す

る
目

標
 

 
（
１

）教
育

の
成

果
に

関
す

る
目

標
 

ア
 

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

 

デ
ザ

イ
ン

と
い

う
創

造
行

為
が

行
わ

れ
る

多
様

な
分

野
に

お
い

て
、

潜
在

す
る

問
題

を
探

し
出

し
、

社
会

の
要

請
に

基
づ

き
な

が
ら

創
造

的
に

解
決

す
る

と
と

も
に

、

こ
れ

を
社

会
に

還
元

す
る

た
め

に
必

要
な

次
の

能
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
。
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（
ア

）
社

会
人

基
礎

力
 

「
主

体
的

に
前

へ
と

踏
み

出
す

力
」
、

「
問

題
解

決
に

向
け

論
理

的
か

つ
多

面
的

に
考

え
抜

く
力

」
、

「
互

尊
独

尊
の

精
神

に
よ

り
責

任
と

協
調

を
も

っ
て

チ

ー
ム

で
働

く
力

」
の

３
つ

の
能

力
に

よ
り

、
多

様
な

社
会

環
境

に
対

応
で

き
る

力
。

 

 
 

 
 

（
イ

）
構

想
力

 

人
と

造
形

と
の

関
係

を
追

究
で

き
る

専
門

的
か

つ
横

断
的

な
知

識
を

修
得

し
、

「
問

題
の

発
見

」
、

「
原

因
の

究
明

」
、

「
解

決
へ

の
構

想
」
、

「
試

行
及

び
検

証
」

を
実

践
で

き
る

力
。

 

 
 

 
 

（
ウ

）
造

形
力

 

人
間

に
対

す
る

深
い

理
解

と
洞

察
に

基
づ

く
、

モ
ノ

、
生

活
、

都
市

、
自

然
へ

の
豊

か
な

感
性

と
、

造
形

に
対

す
る

確
か

な
技

術
に

よ
り

、
「
思

い
」
を

形
と

し
て

表
現

で
き

る
力

。
 

 

イ
 

大
学

院
課

程
に

お
け

る
教

育
 

デ
ザ

イ
ン

を
め

ぐ
る

幅
広

い
研

究
領

域
を

総
合

的
、

横
断

的
に

鳥
瞰

し
、

さ
ま

ざ

ま
な

専
門

分
野

の
融

合
を

図
り

な
が

ら
、

高
度

で
学

際
的

な
知

識
と

技
術

、
そ

し
て

広
い

視
野

に
よ

っ
て

デ
ザ

イ
ン

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
。

 

  
（
２

）教
育

の
内

容
等

に
関

す
る

目
標

 

ア
 

入
学

者
受

入
方

針
 

社
会

に
お

い
て

創
造

的
役

割
を

担
い

た
い

と
い

う
強

い
意

志
を

抱
き

、
目

的
意

識
や

向
学

心
が

高
く

、
優

れ
た

資
質

を
有

す
る

人
材

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。
 

 

イ
 

教
育

課
程

 

（
ア

）
学

士
課

程
 

「
社

会
人

基
礎

力
」
、

「
構

想
力

」
、

「
造

形
力

」
の

養
成

に
重

点
を

置
き

、
デ

ザ
イ

ン
を

よ
り

実
践

的
、

総
合

的
に

学
ぶ

た
め

、
地

域
、

社
会

、
企

業
と

連
携

し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
 

 

（
イ

）
大

学
院

課
程

 

専
門

分
野

に
お

け
る

デ
ザ

イ
ン

理
論

の
深

化
と

総
合

的
な

デ
ザ

イ
ン

技
法

の

高
度

化
を

図
る

と
と

も
に

、
異

な
る

分
野

の
融

合
か

ら
デ

ザ
イ

ン
の

新
し

い
役

割

と
可

能
性

を
探

求
で

き
る

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
 

 

ウ
 

教
育

方
法

 

地
域

社
会

を
デ

ザ
イ

ン
の

実
践

的
な

学
び

の
場

と
し

、
学

生
の

主
体

的
な

学
修

を
重

視
し

た
効

果
の

高
い

教
育

を
確

保
す

る
た

め
、

デ
ザ

イ
ン

教
育

の
特

性
に

応

じ
た

授
業

形
態

、
指

導
方

法
の

改
善

を
図

る
。

 

 

エ
 

学
生

の
成

績
評

価
 

教
育

の
質

を
確

保
す

る
た

め
、

成
績

評
価

基
準

と
学

位
授

与
基

準
を

明
確

に

定
め

、
こ

れ
を

厳
格

に
運

用
す

る
。

 

  
（
３

）教
育

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
 

ア
 

教
員

の
適

切
な

配
置

と
教

育
力

の
向

上
 

質
の

高
い

教
育

を
行

い
、

き
め

細
や

か
な

指
導

体
制

を
実

現
す

る
た

め
、

適
切

に
教

員
を

配
置

し
、

教
育

力
の

向
上

を
図

る
。

 

ま
た

、
教

員
の

資
質

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
内

容
・
方

法
を

改
善

す

る
た

め
の

組
織

的
な

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 

イ
 

教
育

環
境

の
整

備
 

学
生

の
創

造
性

と
自

主
性

を
引

き
出

し
、

教
育

効
果

の
高

い
実

習
や

演
習

を

行
う

た
め

、
工

房
を

は
じ

め
と

す
る

施
設

設
備

な
ど

の
充

実
を

図
る

。
 

 

ウ
 

教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善
 

教
育

活
動

に
つ

い
て

、
内

部
検

証
を

行
う

と
と

も
に

、
外

部
評

価
や

学
生

授
業

評
価

な
ど

の
客

観
的

な
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

評
価

結
果

を
教

育
活

動
に

反
映

さ
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せ
改

善
を

図
る

。
 

  
（
４

）学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

 

 
 

 
ア

 
学

修
支

援
 

学
生

自
ら

が
学

修
意

欲
を

高
め

、
自

主
的

学
修

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
き

め
細

や

か
な

相
談

支
援

体
制

を
整

備
し

、
学

び
の

場
と

し
て

の
学

生
の

満
足

度
の

向
上

を

図
る

。
 

  
 

 
イ

 
生

活
支

援
 

学
生

生
活

の
実

態
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
た

上
で

、
学

生
が

健
康

で
充

実
し

た

生
活

を
送

れ
る

よ
う

、
健

康
管

理
、

生
活

相
談

、
課

外
活

動
な

ど
に

対
す

る
支

援

体
制

を
整

備
す

る
。

 

  
 

 
ウ

 
就

職
・
進

学
等

支
援

 

学
生

が
早

い
段

階
か

ら
将

来
へ

の
目

的
意

識
を

明
確

に
定

め
、

自
己

の
将

来

設
計

に
つ

い
て

考
え

ら
れ

る
よ

う
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
支

援
に

積
極

的
に

取
り

組

む
。

 

ま
た

、
職

員
の

指
導

力
を

強
化

し
、

相
談

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

。
 

  
２

 
研

究
に

関
す

る
目

標
 

 
（
１

）研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
に

関
す

る
目

標
 

世
界

の
共

通
言

語
と

な
る

質
の

高
い

デ
ザ

イ
ン

の
追

究
に

幅
広

く
取

り
組

む
と

と
も

に
、

時
代

や
社

会
の

要
請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

進
め

る
。

 

ま
た

、
研

究
の

成
果

は
体

系
的

に
蓄

積
し

、
学

内
外

に
お

い
て

有
効

活
用

を
図

る
。

 

  
（
２

）研
究

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
 

大
学

の
研

究
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
市

民
、

産
業

界
、

高
等

教
育

機
関

、
行

政
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、

弾
力

的
な

研
究

実
施

体
制

と
全

学
的

な
研

究
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。
 

 

 
３

 
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
 

 
（
１

）地
域

社
会

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

 

新
た

に
設

置
す

る
「
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
」
を

拠
点

に
、

産
学

官
の

連
携

に
と

ど
ま

ら

な
い

地
域

社
会

全
体

の
協

働
に

取
り

組
み

、
地

域
課

題
の

解
決

や
新

た
な

地
域

価
値

の
創

造
を

目
指

す
。

 

ま
た

、
大

学
が

有
す

る
知

的
・
物

的
資

源
を

社
会

に
還

元
し

、
市

民
生

活
の

文
化

向

上
や

生
涯

学
習

の
推

進
に

寄
与

す
る

。
 

  
（
２

）教
育

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

 

保
育

園
、

幼
稚

園
か

ら
高

等
学

校
ま

で
の

教
育

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

子
ど

も
た

ち

の
デ

ザ
イ

ン
マ

イ
ン

ド
を

育
て

る
。

 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
互

い
の

特
徴

あ
る

教
育

研
究

機
能

を
生

か
し

、
地

域
の

課
題

解
決

や
人

材
育

成
に

取
り

組
む

。
 

  
４

 
国

際
交

流
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

の
活

性
化

と
国

際
感

覚
の

豊
か

な
人

材
の

育
成

を
図

る
た

め
、

国
際

交

流
協

定
締

結
校

に
加

え
、

国
際

姉
妹

都
市

の
大

学
と

も
新

た
な

交
流

・
連

携
を

進
め

る
。

 

 第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
 

 
１

 
運

営
体

制
の

改
善

に
関

す
る

目
標

 

経
営

の
責

任
者

で
あ

る
理

事
長

と
教

学
の

責
任

者
で

あ
る

学
長

が
相

互
に

連
携

し
、

迅
速

か
つ

的
確

な
意

思
決

定
が

可
能

な
組

織
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

ま
た

、
「
民

間
的

発
想

」
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
な

ど
公

立
大

学
法

人
の

特
性

を
生

か
し

た
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
運

営
体

制
を

構
築

す
る

。
 

  
２

 
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

の
高

度
化

と
学

際
化

を
図

り
、

社
会

の
教

育
研

究
に

対
す

る
要

請
や

学

生
の

学
修

需
要

に
対

応
す

る
た

め
、

教
育

研
究

組
織

の
不

断
の

見
直

し
を

行
う

。
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３

 
人

事
の

適
正

化
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

活
動

の
活

性
化

と
質

的
向

上
を

図
り

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

業
務

運

営
を

進
め

る
た

め
、

職
員

の
意

欲
、

能
力

及
び

業
績

等
が

適
切

に
評

価
さ

れ
る

制
度

を

構
築

し
、

人
事

の
適

正
化

を
図

る
。

 

  
４

 
事

務
の

効
率

化
及

び
合

理
化

に
関

す
る

目
標

 

事
務

職
員

の
資

質
向

上
と

専
門

性
を

高
め

る
た

め
、

組
織

的
な

職
務

能
力

の
開

発

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

外
部

委
託

を
有

効
に

活
用

し
、

事
務

処
理

の
効

率
化

及
び

合

理
化

を
図

る
。

 

 第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
経

営
の

安
定

化
に

向
け

た
自

己
収

入
の

確
保

に
関

す
る

目
標

 

学
生

納
付

金
に

よ
る

収
入

に
つ

い
て

は
、

入
学

定
員

の
確

保
や

社
会

情
勢

等
を

勘

案
し

た
適

切
な

金
額

設
定

に
よ

り
、

安
定

し
た

収
入

の
確

保
に

努
め

る
。

 

ま
た

、
競

争
的

研
究

資
金

、
受

託
研

究
、

共
同

研
究

、
寄

付
金

等
の

外
部

資
金

を
獲

得
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 

２
 

経
費

の
節

減
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

の
水

準
の

維
持

向
上

に
配

慮
し

な
が

ら
、

業
務

運
営

の
効

率
化

と
合

理

化
に

よ
り

経
費

節
減

を
図

る
。

 

 

３
 

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

 

資
産

の
適

正
な

管
理

を
行

う
た

め
、

常
に

資
産

の
状

況
に

つ
い

て
把

握
、

分
析

を
行

い
、

安
全

か
つ

効
果

的
な

活
用

を
図

る
。

 

 第
５

 
自

己
点

検
・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
自

己
点

検
・
評

価
に

関
す

る
目

標
 

教
育

研
究

及
び

業
務

運
営

の
改

善
に

資
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
の

定
期

的

な
実

施
と

と
も

に
、

評
価

の
客

観
性

を
確

保
す

る
た

め
、

第
三

者
機

関
に

よ
る

外
部

評

価
を

受
け

、
結

果
を

公
表

す
る

。
 

 
２

 
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

 

法
人

と
し

て
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
た

め
、

教
育

研
究

活
動

、
地

域
貢

献
活

動
及

び
運

営
状

況
に

つ
い

て
積

極
的

な
情

報
発

信
を

進
め

る
。

 

 第
６

 
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

目
標

 

 
１

 
社

会
的

責
任

に
関

す
る

目
標

 

人
権

擁
護

や
法

令
遵

守
に

対
す

る
学

生
や

職
員

の
意

識
の

向
上

、
環

境
に

配
慮

し

た
活

動
の

実
践

な
ど

、
大

学
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
、

社
会

の
信

頼
を

確

保
す

る
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。
 

 
 

 
２

 
施

設
設

備
の

整
備

、
活

用
に

関
す

る
目

標
 

良
好

な
教

育
研

究
環

境
を

保
つ

た
め

、
施

設
設

備
の

適
切

な
維

持
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
時

代
の

変
化

や
技

術
の

進
歩

に
応

じ
た

整
備

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

 

ま
た

、
地

域
貢

献
活

動
の

一
環

と
し

て
施

設
の

地
域

開
放

を
行

う
な

ど
、

施
設

設
備

の
有

効
活

用
を

図
る

。
 

  
３

 
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標
 

学
内

の
安

全
衛

生
管

理
の

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
事

故
や

犯
罪

を
未

然
に

防
止

し
、

災
害

や
感

染
症

の
発

生
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
地

域
一

体
と

な

っ
た

危
機

管
理

体
制

を
確

立
す

る
。
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２
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

 
中

期
目

標
期

間
の

業
務

実
績

評
価

（期
間

評
価

）
実

施
要

領
 

  １
 

趣
旨

 

こ
の

要
領

は
、

地
方

独
立

行
政

法
人

法
第

78
 
条

の
２

の
規

定
及

び
当

該
規

定
に

基

づ
き

定
め

ら
れ

た
市

規
則

（
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
の

業
務

運
営

並
び

に
財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
規

則
）
に

基
づ

き
、

長
岡

市
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

（
以

下
「
評

価
委

員
会

」
と

い
う

｡)
が

行
う

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

（
以

下
「
法

人
」
と

い
う

｡)
の

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績
に

関
す

る
評

価
（以

下
「期

間
評

価
」と

い
う

｡)
の

実
施

に
つ

い
て

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 ２
 

評
価

の
目

的
 

評
価

委
員

会
が

行
う

評
価

は
、
法

人
の
業

務
運

営
の

自
主

的
か

つ
継
続

的
な

見
直

し
・

改
善

を
促

し
、
も

っ
て

、
法
人

の
業
務

の
質
的

向
上

、
業
務

運
営
の

効
率
化

、
透

明
性

の
確

保
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し
て

行
う

。
 

 ３
 

評
価

の
基

本
方

針
 

期
間

評
価

は
、

中
期

目
標

の
達

成
状

況
を

確
認

す
る

観
点

か
ら

行
い

、
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

総
合

的
か

つ
効

率
的

に
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

な
お

、
評

価
の

際
は

、
法

人
の

教
育

研
究

の
特

性
や

大
学

運
営

の
自

主
性

・自
律

性

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

評
価

を
通

じ
て

、
法

人
の

中
期

目
標

の
達

成
状

況
を

市
民

に
分

か
り

や
す

く
示

す
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ４
 

期
間

評
価

の
実

施
時

期
 

期
間

評
価
は

、
当

該
中
期

目
標

期
間

終
了

後
、
概

ね
５

月
以

内
に

実
施

す
る
も

の

と
す

る
。
 

  

５
 

期
間

評
価

の
実

施
方

法
 

（
1
）
 

評
価

手
法

 

期
間

評
価

は
、

そ
の

目
的

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

達
成

す
る

た
め

、
法

人
が

中

期
計

画
に

係
る

業
務

実
績

に
基

づ
い

て
行

う
自

己
評

価
結

果
を

踏
ま

え
、

大
項

目
別

に
評

価
の

う
え

、
中

期
目

標
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

総
合

的
な

評
価

（
全

体
評

価
）

を
行

う
。

 

 

（
2
）
 

評
価

項
目

 

評
価

項
目

は
、

別
表

１
ま

た
は

別
表

３
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 

（
3
）
 

評
価

基
準

 

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
別

表
２
ま

た
は

別
表

４
の

取
扱

い
を

基
本

に
、

取
組

状
況

や

外
的

要
因

等
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
を

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
4
）
 

評
価

の
手

順
 

①
 

法
人

に
よ

る
実

績
報

告
・自

己
評

価
 

法
人

は
、

別
表

１
に

定
め

る
中

期
計

画
の

大
項

目
ご

と
に

業
務

実
績

を
と

り
ま

と

め
、

別
表

２
に

定
め

る
評

価
基

準
に

よ
り

自
己

評
価

を
行

っ
た

う
え

、
業

務
実

績
報

告
書

を
作

成
し

、
中

期
目

標
期

間
終

了
後

３
月

以
内

に
評

価
委

員
会

に
提

出
す

る
。

 

      

Ⅳ
 

参
考

資
料
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 ②
 

評
価

委
員

会
に

よ
る

検
証

・
評

価
 

ア
 

大
項

目
別

評
価

 

評
価

委
員

会
は

、
法

人
か

ら
提

出
さ

れ
た

業
務

実
績

報
告

書
に

つ
い

て
、

法

人
関

係
者

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
に

よ
り

検
証

の
う

え
、

別
表

３
に

定
め

る
大

項
目

ご
と

に
、

別
表

４
に

定
め

る
評

価
基

準
に

よ
り

、
評

価
す

る
。

 

な
お

、
評

価
委

員
会

は
、

検
証

、
評

価
を

行
う

う
え

で
必

要
が

あ
る

場
合

、
法

人
に

対
し

て
資

料
の

追
加

提
出

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

  
イ

 
 
全

体
評

価
 

評
価

委
員

会
は

、
大

項
目

別
評

価
の

結
果

を
踏

ま
え

、
別

表
４

に
定

め
る

評

価
基

準
に

よ
り

、
中

期
目

標
の

全
体

的
な

達
成

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て

評
価

す
る

。
 

 

（5
） 

評
価

書
の

作
成

 

①
 

評
価

書
原

案
の

作
成

及
び

法
人

か
ら

の
意

見
の

聴
取

 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
の

透
明

性
・
正

確
性

を
確

保
す

る
た

め
、

(4
)に

定
め

る

手
順

に
よ

っ
て

評
価

し
た

結
果

を
と

り
ま

と
め

、
評

価
書

原
案

を
作

成
し

、
法

人
に

提
示

す
る

。
 

 
 

 
 

 

法
人

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
意

見
を

書
面

に
よ

り
評

価
委

員
会

に
申

し
出

る
も

の
と

す
る

。
 

 

②
 

評
価

書
の

確
定

 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
書

原
案

に
対

す
る

法
人

か
ら

の
意

見
を

踏
ま

え
、

必
 

要
に

応
じ

て
法

人
関

係
者

の
説

明
を

受
け

た
後

、
当

該
意

見
の

適
否

を
審

議
し

、

当
該

案
に

修
正

を
加

え
る

等
に

よ
り

評
価

書
を

確
定

す
る

。
 

 

６
 

評
価

結
果

の
取

扱
い

等
 

(
1
)
 

評
価
結

果
の
通

知
及
び

公
表

等
 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
書

を
作

成
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
当

該
評

価
書

を
法

人
 

 

及
び

長
岡

市
長

に
送

付
す

る
と

と
も

に
長

岡
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

す
る

。
 

(
2
)
 

評
価
結
果

の
活

用
・
反

映
 

法
人

は
、

評
価

結
果

を
自

ら
の

業
務

運
営

等
の

見
直

し
又

は
改

善
に

活
用

・ 

反
映

さ
せ

て
い

く
も

の
と

す
る

。
 

 

７
 

評
価

方
法

の
継

続
的

な
見

直
し

 

こ
の

要
領

に
つ

い
て

は
、

期
間

評
価

の
実

施
状

況
等

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
す

も
の

と
す

る
。

 

 ８
 

そ
の

他
 

こ
の

要
領

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

評
価

の
実

施
に

必
要

な
事

項
は

、
評

価
委

員
会

が
別

に
定

め
る

。
 

 

附
 

則
 

こ
の

要
領

は
、

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
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別
表

１
：期

間
評

価
に

お
け

る
自

己
評

価
項

目
 

評
価

項
目

 

中
期

計
画

に
お

け
る

５
つ

の
大

項
目

（８
区

分
） 

 
第

１
大

学
の

教
育

研
究

等
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

 
 

1
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

 
 

2
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

 
 

3
 

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

 
 

4
 

国
際

交
流

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

 
第

２
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

 
第

３
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

 
第

４
 

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

 
第

５
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

 

別
表

２
：期

間
評

価
に

お
け

る
自

己
評

価
基

準
 

評
定

 
基

 
準

 

Ｓ
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
は

優
れ

て
良

好
で

あ
る

 

Ａ
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
は

良
好

で
あ

る
 

Ｂ
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
は

概
ね

良
好

で
あ

る
 

Ｃ
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
は

や
や

不
十

分
で

あ
る

 

Ｄ
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
は

不
十

分
で

あ
る

 

        

別
表

３
：期

間
評

価
に

お
け

る
評

価
項

目
 

評
価

区
分

 
評

価
項

目
 

大
項

目
別

 

評
 
  

 価
 

中
期

目
標

に
お

け
る

５
つ

の
大

項
目

（
８

区
分

）
 

 
第

１
 

大
学

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
 

 
 

1
 

教
育

に
関

す
る

目
標

 

 
 

2
 

研
究

に
関

す
る

目
標

 

 
 

3
 

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

 

 
 

4
 

国
際

交
流

に
関

す
る

目
標

 

 
第

２
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

 

 
第

３
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
 

 
第

４
 

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

 

 
第

５
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
目

標
 

全
体

評
価

 
中

期
目

標
全

体
の

達
成

状
況

 

 別
表

４
：期

間
評

価
に

お
け

る
評

価
基

準
 

評
価

区
分

 
評

定
 

評
語

 
判

断
の

目
安

 

大
項

目
別

 

評
 
 
  

価
 

Ｓ
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

優
れ

て
良

好
で

あ
る

 
業

務
実

績
及

び
こ

れ
ま

で
に

評
価

を

行
っ

た
中

期
計

画

の
達

成
状

況
を

総

合
的

に
勘

案
し

、

評
価

 

Ａ
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

良
好

で
あ

る
 

Ｂ
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

概
ね

良
好

で
あ

る
 

Ｃ
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

や
や

不
十

分
で

あ
る

 

Ｄ
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

不
十

分
で

あ
る

 

全
体

評
価

 
中

期
目

標
の

達
成

状
況

は
優

れ
て

良
好

で
あ

る
 

大
項

目
別

評
価

を

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

良
好

で
あ

る
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

概
ね

良
好

で
あ

る
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

や
や

不
十

分
で

あ
る

 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
は

不
十

分
で

あ
る

 

 


